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寄贈本から：立体化学の古典，ファント・ホフ
『空間における原子の配置』（ドイツ語版）

化学遺産委員会

化学遺産委員会に寄贈された冊子

最近，京都大学の小林四郎名誉教授か
ら化学遺産委員会に寄贈されたドイツ語
の本がある。著者は，ファント・ホフ
（Jacobus Henricus van’t Hoff, 1852-1911）。本
は，『空間における原子の配置（Die 

Lagerung der Atome im Raume）』と題する有
機立体化学に関する 50ページ余の小冊
子である。出版は 1877年とある。ファ
ント・ホフというと物理化学の研究が有
名で，1901年に彼が第 1回ノーベル化
学賞を受賞したときにも，その受賞理由
は，「化学動力学と溶液中の浸透圧の法
則の発見」であった。しかし，彼の最初
の重要な研究は，有機化合物の立体化学
に関するもので，まだ彼が 20代の前半
の研究である。

オランダ語の立体化学論文の出版まで

ヤコブュス・ヘンリキュス・ファン
ト・ホフは，1852年，オランダ南西部の
港湾・商工業都市ロッテルダムに生まれ
た。近くのデルフトの工業学校に進学し
たが，応用的な実用の学より純粋な自然
科学に関心が移り，同校卒業後，レイデ
ン（ライデン）大学に進学した。大学で
化学の基礎教育を終えた後，2年ばかり
ドイツ，フランスなどの大学を巡って学

術修行を重ね，オランダに戻り 1874年
末にユトレヒト大学で博士号を取得し
た。学位論文は，手堅いが平凡な有機化
学の実験に関する論文だった。しかし，
学位論文を提出する前に，同じ年の 9

月，学位論文とは打って変わって全くの
理論的な論文を自費出版していた。「現
在化学で使われている構造式を空間にま
で拡張する提案」と題するオランダ語の
論文で，それまでの平面的な構造式を，
炭素の原子価が正四面体の頂点方向に伸
びていると仮定して立体的な式に拡張
し，それに基づいて有機化合物の異性体
の種類の数を導出しようとしたものだっ
た。小冊子として印刷された論文を，フ
ァント・ホフは，オランダ国内の主な化

学者に送付した。学位取得後，ロッテル
ダムの実家に戻って学校関係の就職活動
をしたが，結果ははかばかしくなかっ
た。当時のファント・ホフが無口で憂鬱
そうで，心ここにあらずの夢想家タイプ
に見え服装もだらしなく，生徒との関係
もうまくいかないだろうとするある学校
の就職試験の記録が残っているという。

フランスでの反響とル・ベル論文

一方，ファント・ホフの立体化学に関
する論文に注目した人も，いなかったわ
けではなかった。オランダ語の論文が刊
行されて間もなく，1874年の秋に，オ
ランダで発行されていたフランス語の雑
誌に，勧められて自身の論文のフランス
語全訳を投稿して掲載された。さらに翌
年 3月には，そのフランス語版から図を
省略し若干の補筆されたものが，フラン
ス化学会誌にも掲載された。同じ頃，パ
リの化学者ル・ベル（Joseph Achille Le Bel, 

1847-1930）が，出発点やアプローチの
仕方は違うもののファント・ホフと同様
な立体化学的な考え方に到達していた。
ル・ベルは，論文をファント・ホフのオ
ランダ語論文から 2ヵ月遅れて 1874年
11月のフランス化学会誌に掲載してい
た。そのため，フランス化学会誌に掲載
されたファント・ホフの論文では，ファ

ファント・ホフ『空間における原子
の配置』表紙
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ント・ホフ自身が加筆して，ル・ベルの
研究にも言及した。

増補改訂フランス語版

ファント・ホフは，フランス化学会誌
に自分の論文が出て間もなく，その年の
6月までに，オランダ語の論文を増補改
訂してフランス語で書き，『空間の化学
（La chimie dans l’espace）』と題して再び自費
出版した。今度はヨーロッパの主な有機
化学者に送付した。このときには，手作
りの厚紙製の正四面体の模型も付けて送
付した。この本の中でファント・ホフ
は，正四面体仮説を提起し，炭素・炭素
一重結合の周りの自由回転，炭素・炭素
二重結合の周りの回転の制限の仮説か
ら，不斉炭素とオレフィンの幾何異性体
について論じ，さらに芳香族の異性体
（ケクレ（F. A. Kekulé, 1829-96）の六員環
説とラーデンブルク（Albert Ladenburg, 

1842-1911）のプリズム説両者を扱って
いた）について検討した。

ヘルマン訳によるドイツ語版

このファント・ホフのフランス語版小
冊子に最初に好意的に反応したのが，立
体化学研究の先駆的研究者ヴィスリツェ
ヌス（Johannes Wislicenus, 1835-1902）だ

った。1875年 11月に彼は，ファント・
ホフに手紙を書き，本を賞賛してそのド
イツ語訳を提案した。翻訳は，当時，ヴ
ィスリツェヌスの助手だったヘルマン
（Felix Hermann）が担当した。ヘルマンは
単に翻訳するだけでなく，いくつかの重
要な改訂を提案した。そのためにフラン
ス語版とはかなりの異同が生じた。ま
ず，本のタイトルがより明確に内容を表
す『空間における原子の配置（Die Lagerung 

der Atome im Raume）』となった。さらに 4

ページにわたるヴィスリツェヌスの序文
が付けられ，本文全体に文献注が付けら
れた。フランス語版では，巻末にまとめ
て付けられていた図が，本文中の然るべ
き位置に入れられた。まだ構造もはっき
りしておらず（すでに述べたようにケク
レ説とラーデンブルク説のいずれとも決
着がついていなかった），異性体につい
て十分なデータのなかった芳香族につい
ての章は省略された。さらに巻末付録に
は，厚紙で分子模型を作るための説明が
図とともに付けられた。このドイツ語版
が出版された 1877年以降，ファント・
ホフ自身は立体化学研究から離れ，物理
化学研究に専念するようになる。しか
し，このドイツ語版は，ファント・ホフ
の立体化学の最終版として，1880年代，

90年代の有機立体化学研究展開の出発点
となった。
なお，本書には，Dr. Hippolyt Köhlerと
いう名前の蔵書印が押され，サインと
1879と読める年号が書かれている。20世
紀初頭に，ベルリンにある企業に属した
工業化学者のケーラーという人物の旧蔵
書と考えられる。同書を小林四郎名誉教
授の友人が入手して，1998年 9月 30日
に小林名誉教授に寄贈したと考えられ
る。しかし，それ以上の寄贈書の来歴は
不明である。いずれにせよ，今回寄贈の
あった本は，化学遺産委員会が所蔵する
にふさわしい書と言えよう。
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